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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

３
月
１
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館

講
師　

 

岡
本
左
和
子
氏
（
奈
良
県
立
医
科
大
学
健
康
政
策
医

学
講
座
助
教
）

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

50
人

※
終
了
後
、
ち
ょ
っ
と
遅
め
の
新
年
会
開
催
（
会
費
は
実
費
）

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

医
師
と
患
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

よ
り
よ
き
関
係
を
築
く
処
方
箋

日
時　

３
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

木
ノ
本
喜
史
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
臨
床
教
授
・
吹

田
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

大
阪
市
西
部
地
区

歯
内
療
法
成
功
の
鍵
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
５
―
根
尖
病
変
の
科
学
と

臨
床
＆
ダ
ブ
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
テ
ク
ニ
ッ
ク
・
リ
タ
ー
ン
ズ

日
時　

３
月
８
日
（
土
）
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

会
場　

茨
木
市
福
祉
文
化
会
館
１
０
１
号

講
師　

石
垣
尚
一
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
講
師
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

40
人

三
島
地
区　

総
会
記
念
講
演

非
歯
原
性
歯
痛
の
診
断
と
対
処

日
時　

３
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

吉
山
昌
宏
氏
（
岡
山
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研

究
科　

歯
科
保
存
修
復
学
分
野
教
授
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

南
河
内
地
区　

総
会
記
念
講
演

最
新
の
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
修
復
の
基
礎
と
臨
床

日
時　

３
月
23
日
（
日
）

　
　
　

午
前
の
部　

 

午
前
10
時
15
分
〜
午
後
12
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　

《
会
員
限
定
》

　
　
　

午
後
の
部　

 

午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　

《
ス
タ
ッ
フ
参
加
可
》

会
場　

 

御
堂
会
館
（
南
御
堂
）
大
ホ
ー
ル
（
中
央
区
久
太
郎

町
４‒

１‒

11
）

講
師　

社
保
研
究
部
・
政
策
部
各
講
師
団

会
費　

 

会
員
無
料
（
資
料
１
冊
は
「
引
換
ハ
ガ
キ
」
と
交

換
）
会
員
の
先
生
に
は
３
月
に
「
引
換
ハ
ガ
キ
」
で

ご
案
内
い
た
し
ま
す

　
　
　

未
入
会
者
１
万
円

※
午
前
・
午
後
と
も
内
容
は
同
じ
で
す

２
０
１
４
診
療
報
酬
改
定
「
新
点
数
中
央
説
明
会
」

東
風
吹
か
ば

に
ほ
ひ
お
こ
せ
よ
梅
の
花

主
無
し
と
て　

春
を
忘
る
な

 

（『
拾
遺
和
歌
集
』）

　

実
質
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た

　

大
阪
府
が
子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
を
全
国
最
低
（
通

院
３
歳
未
満
）
に
抑
え
る
な

か
で
、
独
自
に
対
象
年
齢
を

引
き
上
げ
る
自
治
体
が
増
え

て
い
る
。
来
年
度
、
大
東
市

を
は
じ
め
、
11
自
治
体
が
入

院
や
通
院
の
上
限
年
齢
引
き

上
げ
を
予
定
し
て
い
る
。
助

成
拡
充
を
求
め
る
幅
広
い
住

民
の
声
が
行
政
を
動
か
し
た

も
の
。

　

通
院
で
は
、
大
東
市
が
３

月
か
ら
「
中
学
卒
業
ま
で
」、

大
阪
狭
山
市
と
河
内
長
野
市

は
４
月
か
ら
「
小
学
卒
業
ま

で
」、
交
野
市
と
羽
曳
野
市

は
７
月
か
ら
「
小
学
３
年
末

ま
で
」、
枚
方
市
は
10
月
か

ら
「
小
学
３
年
末
ま
で
」
に

そ
れ
ぞ
れ
拡
充
す
る
。

　

大
阪
府
内
で
９
自
治
体
が

通
院
で
「
中
学
卒
業
ま
で
」

を
実
現
す
る
。
し
か
し
、
全

国
的
に
み
れ
ば
府
内
市
町
村

の
到
達
は
ま
だ
ま
だ
低
水
準

だ
。

　

厚
労
省
の
全
国
調
査
で
は

通
院
で
「
中
学
卒
業
ま
で
」

助
成
す
る
市
町
村
が
４
割
を

超
え
て
い
る
が
、
大
阪
府
下

で
は
２
割
に
留
ま
る
。
府
制

度
の
改
善
が
急
が
れ
る
。

　

協
会
が
参
加
す
る
「
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

制
度
の
拡
充
を
め
ざ
す
大
阪
府
民
連
絡
会
」、

「
府
民
要
求
連
絡
会
」
は
１
月
23
日
、
大
阪
府

の
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
を
求
め

る
署
名
運
動
に
つ
い
て
府
庁
内
で
合
同
記
者
会

見
を
し
、
戸
井
逸
美
協
会
副
理
事
長
が
協
会
が

実
施
し
た
「
学
校
歯
科
治
療
調
査
」
の
結
果
を

発
言
し
た
。

　

戸
井
氏
は
、「
小
・
中
学
校
時
代
は
、
口
の

中
の
変
化
が
一
番
大
き
い
。（
子
ど
も
医
療
費

助
成
が
）
大
阪
府
は
２
歳
ま
で
し
か
な
く
、
歯

が
生
え
そ
ろ
う
３
歳
か
ら
先
が
大
事
な
時
期
な

の
に
役
に
立
た
な
い
」
と
指
摘
。「
口
の
健
康

は
全
身
の
健
康
の
シ
グ
ナ
ル
。
医
療
費
助
成
を

早
急
に
引
き
上
げ
て
も
ら
い
た
い
」
と
訴
え

た
。

　

「
子
ど
も
を
持
つ
マ
マ
の
会
」
の
会
員
は
、

「
小
学
校
に
上
が
り
、
子
ど
も
が
む
し
歯
に
な

っ
た
り
怪
我
を
し
た
場
合
、
何
千
円
も
か
か
る

の
で
た
め
ら
う
人
も
い
る
」
と
語
っ
た
。

　

公
立
小
学
校
養
護
教
諭
は
、「
こ
の
数
年
、

経
済
的
な
問
題
を
抱
え
た
子
ど
も
が
増
え
て
い

る
」
と
指
摘
し
、
親
の
育
児
困
難
か
ら
施
設
に

保
護
さ
れ
る
児
童
の
増
加
や
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
で
も
病
院
に
行
け
な
い
児
童
の
存
在
な
ど
、

学
校
現
場
の
切
実
な
現
状
を
話
し
た
。

　

協
会
は
こ
の
間
、「
子
ど

も
の
医
療
費
助
成
制
度
の
拡

充
を
め
ざ
す
大
阪
府
民
連
絡

会
」
に
参
加
し
、
２
月
府
議

会
へ
向
け
て
中
学
校
卒
業
ま

で
の
助
成
制
度
拡
充
を
求
め

る
署
名
を
推
進
し
、
協
会
で

２
０
０
０
筆
余
り
を
集
約
し

た
。
協
会
は
引
き
続
き
、
自

治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
や
大
阪
府

交
渉
な
ど
を
通
じ
て
助
成
拡

充
へ
向
け
力
を
尽
く
す
。

　

姿
勢
が
良
く
な
る
！
若
返

る
！
を
テ
ー
マ
に
、
組
織
部

は
１
月
26
日
、「
女
性
ド
ク

タ
ー
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ

教
室
」
を
開
き
、
６
人
が
参

加
し
た
。
メ
デ
ィ
カ
ル
ト
レ

ー
ナ
ー
の
橋
岡
雄
太
氏
ら
が

講
師
を
務
め
た
。

　

橋
岡
氏
は
姿
勢
の
改
善
で

キ
レ
イ
な
体
の
ラ
イ
ン
を
作

る
だ
け
で
な
く
、
腰
痛
や
肩

こ
り
の
解
消
、
太
り
に
く
い

体
作
り
に
も
つ
な
が
る
こ
と

を
紹
介
。

　

参
加
者
は
、
日

常
生
活
の
中
で
で

き
る
ス
ト
レ
ッ
チ

や
正
し
い
歩
き
方

に
つ
い
て
、
実
践

的
に
指
導
を
受
け

た
。
参
加
者
か
ら

「
診
療
の
合
間
の

習
慣
に
し
た
い
」

な
ど
の
感
想
が
出

さ
れ
た
。

診
療
報
酬
改
定
で
、
今
年
は

寒
い
春
と
な
り
そ
う
だ
。

　

と
は
い
え
、
春
は
欠
か
さ

ず
に
訪
れ
る
。
気
が
付
け

ば
、
梅
だ
よ
り
が
届
く
頃
と

な
っ
た
。

　

私
は
数
年
来
、
脚
の
不
調

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
診
療

所
で
は
チ
ェ
ア
ー
の
フ
ッ
ト

で
、
梅
の
香
を
楽
し
む
こ
と

も
叶
っ
た
。

　

服
部
天
神
の
由
来
は
古

い
。
朝
鮮
を
経
由
し
て
日
本

は
、
こ
う
し
た
秦
氏
（
機
織

部
）
が
住
み
着
い
た
こ
と
に

由
来
す
る
そ
う
だ
。
こ
の
地

に
、
秦
氏
は
医
薬
の
祖
神
・

少
彦
名
命
（
す
く
な
び
こ
な

の
み
こ
と
）
を
祀
り
、
小
祠

を
建
て
た
。

さ
れ
、
九
州
太
宰
府
へ
赴
く

途
中
、
こ
の
あ
た
り
で
持
病

の
脚
気
に
悩
ま
さ
れ
、
一
歩

も
歩
け
な
く
な
っ
た
。

　

道
真
公
は
村
人
た
ち
に
案

内
さ
れ
、
少
彦
名
命
を
詣
で

て
、
足
病
の
平
癒
を
祈
願
す

信
仰
の
高
ま
り
と
と
も
に
道

真
公
が
合
祀
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
と
、
道
真
公
立
寄
り
の

故
事
に
ち
な
み
「
足
の
神

様
」
と
し
て
尊
崇
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

境
内
に
は
、
草
鞋
を
祀
る

わ
ら
じ
堂
が
建
て
ら
れ
て
い

た
り
、
足
の
守
護
御
守
り
が

売
ら
れ
て
い
た
り
と
ユ
ニ
ー

ク
で
あ
る
。

　

足
の
悪
い
人
や
ス
ポ
ー
ツ

選
手
の
参
詣
が
後
を
絶
た
な

い
そ
う
だ
。
私
は
足
の
痛
み

も
忘
れ
、
診
療
報
酬
の
引
き

上
げ
を
切
に
願
っ
た
。
こ
れ

ば
か
り
は
神
頼
み
で
は
い
く

ま
い
が
。

 

（
新
聞
部
・
三
木
正
弘
）

る
が
、「
足
の
神
様
」
と
し

て
知
ら
れ
る
豊
中
市
の
服
部

天
神
宮
に
参
詣
し
た
い
と
思

い
な
が
ら
も
、
果
た
せ
ず
に

い
た
。

　

重
い
腰
を
上
げ
た
の
は
２

月
初
旬
。
梅
の
名
所
で
は
な

い
が
、
期
せ
ず
し
て
、
盆
梅

の
展
示
が
行
わ
れ
て
い
た
の

へ
渡
り
、
機
織
り
の
技
術
を

も
た
ら
し
た
人
々
に
秦
氏
と

い
う
姓
氏
が
与
え
ら
れ
〝
機

織
部
〞
と
し
て
各
地
に
住
み

始
め
た
。「
服
部
」
の
地
名

　

数
百
年
が
過
ぎ
、
延
喜
元

年
（
９
０
１
年
）
の
春
、
こ

の
地
を
通
り
す
が
っ
た
の

が
、
右
大
臣
・
菅
原
道
真
公

で
あ
る
。
政
争
に
敗
れ
左
遷

る
。
す
る
と
間
も
な
く
、
嘘

の
よ
う
に
平
癒
し
た
。
ふ
た

た
び
九
州
へ
と
旅
立
ち
、
無

事
に
太
宰
府
へ
到
着
し
た
と

い
う
。

　

後
世
に
な
り
、
菅
原
道
真

を
「
天
神
様
」
と
し
て
畏
怖

・
祈
願
の
対
象
と
す
る
天
神

大
阪
狭
山
市
・
河
内
長
野
市
は
４
月
か
ら
小
学
卒
ま
で

子　ど　も
医療費助成

大
東
市「
中
学
卒
」へ
３
月
か
ら

ストレッチ教室開く

医科・歯科協会共催

身も心も伸びやかに

子ども厳しい実態次々
助成拡充求め協会・共闘団体が会見

口腔崩壊写真を示しながら記者会見する
戸井逸美副理事長ら＝１月23日、府庁　

拝殿に奉られている道真公像

ス
ト
レ
ッ
チ
で
良
い
姿
勢
を
学
ぶ　

参
加
者
＝
１
月
26
日
、
保
険
医
会
館

ペ
ダ
ル
を
踏
む
た
び
に

違
和
感
が
出
る
。
歳
の

せ
い
と
あ
き
ら
め
て
い

258

道
真
公
癒
し
、足
の
神
様
に

服
部
天
神
宮

服
部
天
神
宮


